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今回の補正予算には経済危機対策臨時交付金が含まれています。�

平成21年度経済危機対策臨時交付金充当事業内訳� （単位：万円）�

3

地球�
温暖化対策�

事業区分� 詳　　　　　　細� 金　　　額�

赤名保育所太陽光発電施設整備�

加田の湯　地中熱水冷式ヒートポンプ設置�

�

高齢者福祉センター修繕（空調機器・漏水）�

肺球菌、新型インフルエンザ予防接種補助�

マイクロバス１台、ワゴン車１台�

�

農道整備費�

住宅リフォーム助成（上限１０万円×１００件）�

病院医師確保対策事業�

医療機器整備�

赤来中学校耐震補強設計事業�

�

旧谷小学校加工施設等備品整備�

マイクロバス購入、施設整備�

ブルーベリー園拡充整備�

マイクロバス購入、施設整備（やまなみ、琴引山荘）�

森林セラピー送迎自動車購入�

プレミアム商品券発行補助�

空き家活用対策費�

国道５４号活性化計画の策定�

ぶなの里、赤来農産物直売所改修整備�

頓原ライスセンター乾燥施設・色選機械整備助成�

椎茸生産施設整備�

子牛価格補填�

子牛飼育支援�

�

職員用パソコン更新（２４台）�

財務会計システム更新負担金�

公用車整備（乗用車１台）�

酒づくり交流館（調理場、屋根等修繕）�

住民提案事業追加�

1,458�

2,712�

�

3,076�

1,431�

1,172�

�

1,700�

1,000�

1,426�

1,393�

1,702�

�

785�

1,283�

643�

1,390�

620�

1,105�

669�

300�

1,460�

8,000�

11,179�

100�

620�

�

503�

822�

269�

178�

130�

�

47,126合　　　　　　計�

少子高齢化�
社会への対応�

安全�
安心の実現�

産業の活性化�

その他�
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認
　
　
定�

条
例
関
係�

予

　

算

�

そ

の

他�

議
員
発
議�

平
成
二
十
年
度
飯
南
町
各
会
計�

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て�

�

飯
南
町
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当�

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正�

す
る
条
例
他�

�

平
成
二
十
一
年
度
飯
南
町
一
般�

会
計
補
正
予
算
（
特
別
会
計
補�

正
予
算
）�

�

飯
南
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計�

画
の
変
更
に
つ
い
て
他�

�

「
地
方
財
政
の
安
定
的
運
営
に�

関
す
る
意
見
書
」
の
提
出
に
つ�

い
て�

各　会　計� 補正予算� 予算総額�

一　般　会　計� 108,596万円�

2,584万円�

1,234万円�

165万円�

171万円�

2,667万円�

328万円�

788,709万円�

80,871万円�

1,874万円�

15,860万円�

31,716万円�

55,152万円�

86,946万円�

簡 易 水 道 事 業�

病 　 院 　 事 　 業�

特  

別  

会  

計�

国 民 健康保険事業�

�老 人 保 健 事 業�

後期高齢者医療事業�

下 水 道 事 業�

政
府
と
国
会
に
意
見
書
を
提
出�

地
方
財
政
の
安
定
的
運
営
に
関
し
、
政
府
と
国
会

に
対
し
て
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。�

�

　
地
方
財
政
に
関
す
る
仕
組
み
を
は
じ
め
、
国
の
主
要
政
策

の
転
換
に
よ
り
予
算
編
成
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
遅
れ
る
こ
と
と

な
れ
ば
、
地
方
も
当
初
予
算
の
編
成
作
業
や
執
行
に
大
き
な

影
響
が
生
ず
る
懸
念
が
あ
る
。�

　
21
年
度
補
正
予
算
は
一
部
執
行
停
止
が
議
論
さ
れ
て
い
る

が
、
地
方
向
け
の
予
算
が
執
行
停
止
さ
れ
れ
ば
、
景
気
・
雇

用
・
福
祉
・
教
育
な
ど
住
民
生
活
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る

だ
け
で
な
く
、
国
と
地
方
の
信
頼
関
係
が
損
な
わ
れ
る
。�

　
国
の
平
成
22
年
度
当
初
予
算
編
成
に
あ
た
り
、
地
方
公
共

団
体
の
予
算
編
成
及
び
執
行
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
、

年
内
編
成
・
年
度
内
成
立
を
行
う
と
と
も
に
、
地
方
財
源
及

び
地
方
向
け
歳
出
の
枠
組
み
を
早
期
に
示
す
こ
と
。�

　
地
方
交
付
税
及
び
一
括
交
付
金
等
、
地
方
財
源
を
確
保
す

る
と
と
も
に
、
地
方
交
付
税
の
財
源
調
整
・
保
障
機
能
を
堅

持
す
る
こ
と
。�

　
21
年
度
補
正
予
算
は
地
方
向
け
基
金
・
交
付
金
等
に
つ
い

て
、
地
方
公
共
団
体
の
混
乱
を
招
く
こ
と
の
な
い
よ
う
、
予

算
の
組
み
替
え
や
執
行
停
止
を
行
わ
な
い
こ
と
。�

�

おことわり�
　今回の補正予算では、
国の補正予算凍結によ
り全てこのとおり執行
されるとは限りません。�

お詫びと訂正�
　5ページ三段目23行
中に誤りがありました。
お詫びして訂正いたし
ます。�
「2億2000万円」と
あるのは「3億2000
万円」です。�



　
町
を
統
括
し
代
表
す
る
と
い

う
非
常
に
強
い
権
限
を
持
っ
て

い
る
町
長
の
姿
勢
は
、
町
政
に

す
ぐ
に
反
映
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、

「
町
長
一
個
人
・
町
の
基
本
理

念
・
町
長
と
議
会
」
の
三
点
に

関
す
る
基
本
姿
勢
を
問
い
ま
す
。�

　
①
町
長
は
、
政
治
家
と
し
て

ま
た
行
政
の
長
と
し
て
自
ら
の

旗
印
を
示
し
、
言
葉
だ
け
で
は

な
く
実
行
す
べ
き
で
は
。�

　
②
私
は
生
命
の
源
は
海
だ
と

学
校
で
習
い
ま
し
た
。
「
当
町

は
生
命
の
源
で
あ
る
」
と
町
長

は
言
う
が
、
行
き
過
ぎ
た
キ
ャ

ッ
チ
コ
ピ
ー
と
考
え
ま
す
。
町

の
基
本
理
念
に
関
す
る
こ
と
だ

け
に
、
町
長
の
基
本
姿
勢
と
し

て
危
惧
を
感
じ
る
が
、
見
解
は
。�

　
③
全
国
町
村
議
会
議
長
会
が

ま
と
め
た
「
議
会
活
性
化
方
策
」

を
ど
う
評
価
し
、
ま
た
町
長
と

し
て
議
会
活
性
化
に
対
し
積
極

的
に
協
力
す
る
意
欲
は
。�

　
①

　
②

　
③

　
サ
プ
ロ
島
根
に
関
し
、
町
内

の
皆
が
心
配
し
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
次
の
４
点
に
つ
い
て
納
得

の
い
く
説
明
を
求
め
ま
す
。�

　
①
サ
プ
ロ
島
根
の
３
０
０
０

万
円
の
資
金
手
当
に
、
町
民
は

非
常
に
心
配
し
て
い
ま
す
。�

　
町
長
は
経
営
状
況
を
十
分
に

把
握
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
議

会
や
町
民
に
対
す
る
報
告
は
。�

　
②
町
は
誘
致
企
業
と
し
て
優

遇
措
置
を
講
じ
た
が
、
サ
プ
ロ

島
根
は
協
定
を
実
行
し
て
お
ら

ず
、
誘
致
企
業
の
指
定
を
取
り

消
す
べ
き
で
す
。
ま
た
、
旧
赤

来
町
時
代
の
「
企
業
誘
致
条
例
」

は
。�

　
③
今
後
の
事
業
規
模
拡
大
は

難
し
く
、
貸
付
金
３
０
０
０
万

円
の
返
済
は
困
難
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
か
。�

　
町
の
資
産
を
善
良
に
管
理
す

べ
き
町
長
と
し
て
の
対
処
は
。�

　
④
町
長
は
、
運
転
資
金
支
援

に
際
し
「
貸
付
は
今
後
の
企
業

誘
致
を
進
め
る
上
で
も
必
要
だ
」

と
述
べ
た
が
、
新
た
な
る
企
業

誘
致
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
。

　
①

　
②

　
③

　
④

　
私
は
、琴
引
フ
ォ
レ
ス
ト
パ
ー

ク（
以
下
琴
引
F�
P
）に
対
し
債
権

放
棄
し
た
４
億
１
６
０
０
万
円

を
取
り
戻
し
、
こ
れ
を
農
業
振

興
に
充
て
、
産
業
を
育
成
し
、

雇
用
の
場
を
図
っ
て
い
く
と
公

約
し
ま
し
た
。�

　
次
の
５
点
に
つ
い
て
、町
長
は

実
態
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、

取
り
戻
す
こ
と
に
全
力
の
協
力

は
。�

　
①
琴
引
F�
P
へ
対
す
る
資
金

手
当
は
、
最
悪
の
場
合
、
最
大

で
２
億
３
５
０
０
万
円
の
返
済

不
能
が
考
え
ら
れ
る
と
の
説
明

だ
っ
た
に
も
係
わ
ら
ず
、
債
権

放
棄
額
は
４
億
１
６
０
０
万
円

に
膨
ら
ん
だ
が
、そ
の
理
由
は
。�

　
②
想
定
さ
れ
る
と
し
た
最
大

返
済
不
能
額
２
億
３
５
０
０
万

円
に
、
秘
密
裏
に
契
約
さ
れ
た

覚
書
債
務
１
億
９
０
０
０
万
円

を
加
え
る
と
４
億
２
５
０
０
万

円
と
な
る
。�

　
債
権
放
棄
し
た
４
億
１
６
０

０
万
円
に
近
い
金
額
と
な
る
が

因
果
関
係
は
。�

　
③
当
初
計
画
で
は
、
島
根
県

か
ら
２
件
の
資
金
を
借
り
、
そ

れ
を
琴
引
F�
P
へ
貸
し
付
け
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
う

ち
１
件
は
、
飯
南
町
誕
生
後
、

山
碕
初
代
飯
南
町
長
の
手
に
よ

っ
て
銀
行
か
ら
借
り
入
れ
た
。

　
借
入
先
を
変
更
し
た
理
由
と
、

変
更
し
た
借
入
金
で
迂
回
融
資

を
受
け
た
琴
引
F�
P
の
資
金
使

途
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
ま
す
。�

　
④
秘
密
裏
に
契
約
さ
れ
た
覚

書
債
務
の
存
在
を
、
飯
南
町
長

の
山
碕
英
樹
と
し
て
、
ま
た
、

琴
引
F�
P
代
表
取
締
役
の
山
碕

英
樹
と
し
て
知
っ
た
時
期
は
。�

　
⑤
町
長
は
、
琴
引
F�
P
へ
対

す
る
債
権
は
旧
頓
原
町
か
ら
引

き
継
い
だ
も
の
だ
と
実
態
を
故

意
に
ゆ
が
め
て
債
権
放
棄
に
踏

み
切
っ
た
と
私
は
認
識
し
て
い

ま
す
。�

　
説
明
責
任
を
全
く
果
た
し
て

い
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
現
在

も
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
見
解
を

堅
持
す
る
の
か
。�

　
①

　
②

　
③

　
④

　
⑤

　
平
成
20
・
21
年
度
に
、「
緊
急
・

臨
時
」
な
ど
と
し
て
飯
南
町
に

支
給
さ
れ
た
交
付
金
約
７
億
７

０
０
０
万
円
の
使
途
は
、
将
来

の
布
石
と
し
て
一
点
突
破
、
産

業
振
興
に
集
中
投
資
す
べ
き
だ

っ
た
と
思
う
が
、
山
碕
町
政
は

極
め
て
総
花
的
な
予
算
措
置
を

講
じ
た
と
し
か
思
え
ま
せ
ん
。�

　
産
業
振
興
こ
そ
最
大
の
福
祉

政
策
だ
と
い
う
認
識
に
立
ち
、

行
政
一
丸
と
な
っ
て
産
業
振
興

に
立
ち
上
が
る
べ
き
だ
が
、
町

長
の
認
識
と
、
具
体
的
戦
略
は
。�

サプロ島根の生産商品�

▲
�



防災訓練�

�

　
近
年
、
異
常
気
象
に
よ
る
集

中
豪
雨
で
全
国
各
地
に
被
害
が

多
発
し
て
い
ま
す
。
兵
庫
県
佐

用
町
の
被
害
は
、
避
難
勧
告
や

避
難
の
あ
り
方
等
に
教
訓
を
残

し
て
お
り
、
本
町
で
も
こ
の
よ

う
な
豪
雨
に
対
す
る
対
策
が
急

が
れ
ま
す
。�

　
本
町
で
も
豪
雨
に
よ
る
約
６

億
円
の
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。こ
の
こ
と
か
ら
、水
害
に

よ
る
被
害
の
恐
ろ
し
さ
は
、
想

像
を
超
え
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
点
を
ふ
ま
え
以
下
の
こ
と

を
質
問
し
ま
す
。�

① 

豪
雨
対
策�

・
避
難
勧
告
の
基
準
は�

・
避
難
の
あ
り
方
、
場
所
は�

・
要
介
護
者
へ
の
配
慮
は�

② 

土
砂
災
害
対
策�

・
土
砂
災
害
危
険
箇
所
の
周
知
は�

・
地
域
で
の
組
織
づ
く
り
は�

　�

　
人
口
減
少
が
進
行
す
る
な
か
、

国
勢
調
査
を
控
え
、
全
国
の
自

治
体
が
定
住
対
策
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。�

　
本
町
で
も
公
営
住
宅
の
整
備

や
農
地
バ
ン
ク
等
の
総
合
的
な

仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
し
、
魅

力
あ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。�

　
定
住
者
に
と
っ
て
定
住
の
判

断
材
料
は
、
魅
力
の
あ
る
生
活

環
境
、
住
宅
、
仕
事
を
整
備
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

ま
す
が
、
そ
の
実
情
と
見
通
し
は
。�

�

�

　
国
の
医
療
保
険
制
度
の
改
革
で
、

国
民
健
康
保
険
制
度
が
74
歳
以

下
の
構
成
と
な
り
、
今
後
国
保

料
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す

べ
き
で
は
。�

① 　
国
保
料
の
納
期
は
、
現
在
年

間
12
期
と
し
内
３
期
分
は
（
４

月
〜
６
月
）
仮
算
定
で
徴
収
し

て
い
る
。
所
得
と
資
産
額
が
６

月
に
決
ま
る
た
め
、
前
年
の
保

険
料
を
参
考
に
仮
徴
収
し
て
い

る
た
め
、
こ
の
際
仮
算
定
制
度

を
廃
止
し
納
期
を
９
期
と
し
、

７
月
よ
り
賦
課
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
月
額
の
変
動
な
く
わ
か

り
や
す
い
。
し
か
し
反
面
、
月

額
の
料
金
が
ふ
え
る
事
も
あ
り
、

予
納
制
度
を
設
け
て
は
。�

② 　
保
険
料
を
算
定
す
る
に
は
、

応
益
負
担
50
％
（
均
等
割
35
％

世
帯
割
15
％
）
応
能
負
担
50
％
（
所

得
割
40
％
資
産
割
10
％
）
の
基

準
が
あ
り
ま
す
。�

　
応
能
負
担
に
資
産
割
が
あ
る

が
、
固
定
資
産
所
有
者
が
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
す
れ

ば
、
残
さ
れ
た
国
保
加
入
者
の

負
担
増
が
な
さ
れ
る
の
で
、
資

産
割
を
廃
止
し
て
は
。

① 

国
保
料
の
徴
収
方
法
は

② 

国
保
料
の
賦
課
基
準
は

飯南町保健福祉センター�



　
衆
議
院
総
選
挙
に
は
各
福
祉

施
設
で
期
日
前
投
票
所
が
開
設

さ
れ
、
入
所
者
は
従
来
よ
り
簡

便
な
方
法
で
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
、
評
価
し
て
い
ま
す
。�

　
し
か
し
、
公
示
日
の
翌
日
か

ら
開
設
さ
れ
た
期
日
前
投
票
所

は
赤
名
庁
舎
の
み
で
、
他
の
地

区
は
27
日
に
な
っ
て
開
設
さ
れ

ま
し
た
。
公
示
日
の
翌
日
か
ら

４
箇
所
で
開
設
さ
れ
る
の
が
妥

当
と
考
え
る
が
。�

�
　
中
国
横
断
自
動
車
道
尾
道
松

江
線
は
平
成
20
年
代
半
ば
に
開

通
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の
ま
ま
で
は
昔
か
ら
交
通
の

要
所
で
し
た
わ
が
町
は
、
陸
の

孤
島
に
な
り
ま
す
。�

　
町
総
合
振
興
計
画
で
は
「
赤

名
ト
ン
ネ
ル
の
改
良
と
晴
雲
ト

ン
ネ
ル
の
改
修
を
要
望
す
る
」

と
あ
り
ま
す
が
、
い
ま
だ
に
見

え
て
き
て
お
り
ま
せ
ん
。�

　
今
年
度
末
に
は
三
刀
屋
の
ト

ン
ネ
ル
も
竣
工
し
、
次
は
わ
が

町
の
ト
ン
ネ
ル
の
着
工
か
と
町

民
は
期
待
し
て
い
ま
す
。
現
状

と
今
後
の
見
通
し
は
。�

��

　
尾
道
松
江
線
開
通
後
の
住
民

の
足
で
あ
る
路
線
バ
ス
（
都
市

間
交
通
）
の
確
保
に
つ
い
て
、

町
総
合
振
興
計
画
に
も
な
く
、

危
機
感
が
な
い
と
し
か
思
え
ま

せ
ん
。�

　
開
通
後
は
都
市
間
交
通
バ
ス

が
走
ら
な
く
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
、
交
通
弱
者
、
高
齢
者
の

方
は
不
便
に
な
り
ま
す
。�

　
将
来
、
予
想
さ
れ
る
不
安
材

料
を
排
除
し
、
安
心
を
与
え
る

た
め
に
は
早
急
に
手
を
打
つ
必

要
が
あ
る
が
。�

地
域
活
性
化
策
で
の
瀬
戸
山
城
整
備
は�

　
瀬
戸
山
城
（
衣
掛
山
）
の
整

備
に
は
、
昨
年
か
ら
有
志
と
町

で
本
丸
と
周
辺
の
郭
の
伐
採
、

清
掃
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
尾
道
松
江
線
の
開
通
に
伴
い
、

交
通
量
の
減
少
が
予
測
さ
れ
る

い
ま
、
地
域
活
性
化
策
と
し
て

こ
の
貴
重
な
歴
史
遺
産
、
地
域

資
源
を
ど
う
再
生
す
る
の
か
。�

　
寝
た
き
り
な
ど
の
要
介
護
老

人
対
策
と
し
て
、
家
庭
で
は
ど

う
し
て
も
対
応
で
き
な
い
場
合

に
必
要
な
医
療
と
介
護
を
行
う

施
設
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
必

要
で
す
。�

　
老
健
施
設
で
は
、
病
院
か
ら

家
庭
の
中
間
に
あ
っ
て
、
リ
ハ

ビ
リ
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
こ
と
に
よ
り
、
家
庭
へ
の

復
帰
を
助
け
る
役
割
を
担
い
ま

す
。
ま
た
、
２
週
間
程
度
の
短

期
入
所
ケ
ア
や
通
所
に
よ
る
デ

イ
ケ
ア
な
ど
、
在
宅
療
養
の
お

年
寄
り
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
も

合
わ
せ
て
提
供
さ
れ
ま
す
。�

　
本
町
に
は
こ
の
施
設
が
な
い

た
め
、
町
外
の
施
設
へ
の
入
所

者
が
恒
常
的
に
３
名
程
度
あ
り
、

ど
う
し
て
も
必
要
な
施
設
と
考

え
る
が
。�

　
寝
た
き
り
の
方
が
定
期
的
に

病
院
へ
通
院
す
る
場
合
、
町
内

に
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
を
装
備
し

た
介
護
タ
ク
シ
ー
が
存
在
し
な

い
た
め
、
お
年
寄
り
や
障
害
者

の
移
動
が
困
難
で
あ
り
ま
す
。�

　
介
護
つ
き
移
送
サ
ー
ビ
ス
は

N�
P�
O
法
人
に
も
認
め
ら
れ
て

お
り
、
会
員
制
で
利
用
者
が
限

定
さ
れ
る
こ
と
で
、
民
間
会
社

の
営
業
を
侵
害
し
ま
せ
ん
。�

　
行
政
の
支
援
で
実
現
の
考
え
は
。�



 
常
任
委
員
会
報
告�

■町職員の特殊勤務手当てに関する改正�

■出産一時金に関する経過措置�
�

　本町への定住を促すために、赤来、頓原の両地
区に３軒づつ空き家を改修し、賃貸するものです。
家賃は月額２万円の定額で、期間は10年間です。
　定住を促進する上で、入居者とこれを受け入れ
る集落との間で十分な理解と協力が必要であり、
入居者には地域の活動に積極的に参加することを
促し、集落には新たな担い手として積極的な受け
入れを促す必要があります。

■定住促進空き家住宅の設置�

　移住希望者の短期田舎暮らし体験を行うため、旧国土交通省所長住宅、
旧来島診療所医師住宅を改修し賃貸するものです。
　期間は１週間から農業研修期間の２年間までとし、家賃は月額１万
５千円です。

■移住体験住宅の設置�

　飯南病院の医師不足を補うために、非常勤医師による日直や宿直業
務の応援を受けています。これらの医師をサポートするために、待機
命令を行ったとき、常勤医師や臨床検査技師、放射線技師の休日・夜
間待機に対して待機手当てを支給するものです。

　21年10月から23年３月までの間、健保や国保の出産一時金は、さら
に４万円引き上げられ、42万円になります。ただし産科医療保障制度
に加入している病院に限られ、それ以外の場合は、39万円となります。
　これについては、23年以降継続されないときは、町単独事業として
継続すべきと言う意見がありました。
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赤来地区定住促進空き家住宅�

 

常
任
委
員
会
報
告�

■特用林産物生産振興事業�

　「とくとく商品券」の第２弾を11月下旬発行する
にあたり、高齢者や独居世帯への配慮を求めました。
　・500円券の創設
　・商品券販売所の増設
　・医療機関や公的機関でも利用できるようにする
　　こと

■割増商品券発行�
�

　当初計画は15基でしたが、今回10基追加され、今年度25基の設置となります。 
　この内２基は経年劣化によるものですが、設置後10年以上経過しているので、補助対象工事として町が
改修します。 
　ただし10年未満の改修は補助対象とならないことから、万全な施工管理をするよう執行部に求めました。 

　「約50年前に木を植えた人々の想いを大切にし、
百年の森林（もり）に育て上げていく。そのために
あと50年、村ぐるみで挑戦を続けようと決意した」
と、『百年の森林構想』を道上正寿村長が熱く語
ってくださいました。 �
　人口1,600人余・面積57平方キロ、ともに飯南
町の約４分の１ですが、村を訪れる交流人口は実
に年間30万人にも及びます。 �
　「主体的に考える職員を育て、村の意思の明確
化に努めたが、我々が仕掛けたことがようやく実
りかけてきた」と村長。大変収穫の多い視察でし
た。�
�

■合併浄化槽施設の整備�

　飯南町が、琴引フォレストパークスキー場の駐車場に「しいたけ菌床栽培施設」を建設し、飯石森林組
合が経営するというものですが、審議を通じ疑問点が続出しました。その結果、厳しい『審査意見』を付
した上で、承認しました。

　＜審査意見＞
　特用林産物生産振興事業は、飯南町が事業主体となり、椎茸生産施設を建設し、飯石森林組合が
運営し、生産活動を行うものである。この事業のねらいは、本町の雇用拡大を図るため施設整備を
行うとされているが、その効果は現在の雇用３名の継続と２名の純増にとどまり、投資効果に対す
る評価に疑問をもつものである。
　現行の生産体制の延長では、菌床の供給などは他町からであり、本町の林業振興への波及効果の
期待が薄いといわざるを得ない。さらに、審査を通して運営の主体である飯石森林組合の考え方も
十分理解できる状況に至らなかった。
　そうした点から、執行にあたって町は飯石森林組合に対し、懸念払拭とともに本町にとっての投
資効果が得られる方策を強く求められたい。
　本町の投資金額のうち、森林組合が1,500万円負担することになっているが、極力短期間に町への
納付を求められたい。
　この予算の審査にあたっては付帯決議も辞さない状況下において長時間審査を行った。この意見
の重みを真摯に受け止められ執行に当たられたい。飯南町議会として強く求めるものである。
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�

道の駅「あわくらんど」�

　 山県の北東端にあり、林業に夢を描き上質な田舎づくりを�
目指している西粟倉村を視察しました。�
岡�



編
集
後
記�

�

�

　
選
挙
に
よ
り
新
た
に
議
員
と
な
っ

た
人
、充
電
期
間
を
終
え
再
び
活
動

を
開
始
し
た
人
、引
き
続
き
任
を
得

た
人
、そ
れ
ぞ
れ
町
政
に
対
し
熱
い

思
い
と
志
を
持
ち
こ
こ
に
集
い
ま
し

た
。�

　
こ
れ
か
ら
は
、ひ
と
り
ひ
と
り
の

個
性
を
発
揮
し
、協
力
し
、時
に
激
論

を
戦
わ
せ
な
が
ら
、一
心
に
町
の
こ

と
を
、町
民
の
皆
さ
ん
の
こ
と
を
思
い
、

全
力
で
任
に
あ
た
る
覚
悟
で
す
。皆

様
に
は
一
層
の
ご
理
解
ご
指
導
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。�

　
議
会
報
の
編
集
に
あ
た
っ
て
は
、

よ
り
わ
か
り
や
す
い
、読
み
た
く
な

る
紙
面
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
門
　
眞
一
郎�

�

　
議
会
広
報
編
集
委
員
会�

　
　
委

員

長
　
　
門
　
眞
一
郎�

　
　
副
委
員
長
　
　
石
原
　
敏
郎�

　
　
委
　
　
員
　
　
安
部
　
朋
次�

　
　
委
　
　
員
　
　
永
井
　
　
章�

　
　
委
　
　
員
　
　
安
部
　
誠
也�

　
　
委
　
　
員
　
　
熊
谷
　
兼
樹�

�

小野田　明　（あきら） 　知子（ともこ） �
　　　　太陽（たいよう） 空羽（くう） 花菜（はな）�

請

願

���（
請
願
者
）�

　
松
江
市
大
正
町
四
四
二
ー
六�

　
　
島
根
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会�

　
　
　
会
　
　
長
　
　
池
　
淵
　
栄
　
助�

　
　
　
紹
介
議
員
　
　
伊
　
藤
　
好
　
晴�

（
内
　
容
）�

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
め
ぐ
る
請
願�

（
審
査
委
員
会
）
総
務
厚
生
常
任
委
員
会�

（
審
査
結
果
）
採
　
択�

���

　
平
成
二
十
年
度
飯
南
町
各
会
計
の
歳
入

歳
出
決
算
を
審
査
す
る
た
め
、決
算
審
査

特
別
委
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。�

�

　
　
　
委

員

長
　
伊  

藤  

好  

晴�

　
　
　
副
委
員
長
　
長  

島  

正  

一�

　
　
　
　
委
　
員
　
難  

波  

俊  

司�

　
　
　
　
委
　
員
　
瀧  

尻  

行  

雄�

　
　
　
　
委
　
員
　
門
　  

眞
一
郎�

　
　
　
　
委
　
員
　
安  

部  

誠  

也�
�

那
須
議
長
が
中
国
地
区�

町
村
議
会
議
長
会
会
長
に
就
任�

������

　
飯
南
町
議
会
の
那
須
穂
士
輝
議
長
が
、

先
に
開
催
さ
れ
た
中
国
地
区
町
村
議
会
議

長
会
総
会
で
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
、
平
成
23
年
７
月
26
日
ま
で
の
２

年
間
で
す
。�

��

決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置�

那須 議長�


